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今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、「
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
」
の
作
り
方
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
第
１
回
は
﹇
構
造
・
機
能
編
﹈。「
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
」

の
構
成
部
品
と
そ
の
役
割
を
簡
単
に
や
さ
し
く
紹
介
し
ま
す
。

●「走行ビーム」と「すれ違いビーム」
他の交通がない時に、前方を遠方まで照らす照射モードを
「走行ビーム」（ハイビーム）と呼びます。また、対向車にグ
レア（眩惑光）を与えないように前方を照らすモードを「す
れ違いビーム」（ロービーム）と呼びます。

●「２灯式」と「４灯式」
「走行ビーム」と「すれ違いビーム」の切り換えに
は２種類の方式があります。

●リフレクターの役割
本来の役割は、電球の光を反射さ
せ、平行光線に変えて効率よく前
方に照射することです。当社は独
自の技術により、「ＭＲ（マルチ・
リフレクター）ヘッドランプ」を
開発し、世界で初めて、リフレク
ターによる配光制御を実現しまし
た。

●レンズカットの役割
これまでのヘッドランプは、レン
ズの内側に数百本の「レンズカッ
ト」を施し、リフレクターで反射
された平行光を屈折・拡散するこ
とで、配光制御していました。「Ｍ
Ｒヘッドランプ」は、リフレクタ
ーで配光制御するため、レンズカ
ットが不要となり、高級感のある
ヘッドランプをつくることができ
ます。

●照度の測定点

●ヘッドランプの配光
ヘッドランプの法規では、明るくなければいけない部分と暗くなければ
いけない部分が接近しているので、明暗の境界が明確な配光パターンが
必要であり、電球やリフレクター・レンズなどの光学部品に高い精度が
求められます。

●ヘッドランプの役割
ヘッドランプは、自動車が夜間で
も安全に走れるよう、前方を照ら
す部品です。しかし、単に照らす
だけではなく、対向車など、他の
交通の安全を妨げずに照射する必
要があります。

２灯式ヘッドランプ
１台の車にヘッドランプ用電球を２個（片
側に１個ずつ）使うヘッドランプを「２灯
式ヘッドランプ」と呼びます。電球内に
「走行用」と「すれ違い用」の２本のフィラ
メントを備え、その切り換えで２つの照射
モードに対応します。

その ［構造・機能編］

〔すれ違いビームの配光例〕

４灯式ヘッドランプ
１台の車にヘッドランプ用電球を４個（片
側に２個ずつ）使うヘッドランプを「４灯
式ヘッドランプ」と呼びます。「すれ違い用」
には車の外側２個が点灯し、「走行用」には
４個すべてが点灯します。

※「ＭＲヘッドランプ」については、「リフレクター編」で詳しくご紹介します。
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